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業務の適正を確保するための体制
１．業務の適正を確保するための体制の基本方針
当社が業務の適正を確保するための体制の整備に関する基本方針として、取締役会におい

て決議している事項の概要は、以下のとおりであります。

（１） 取締役・使用人の職務執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
① グループ全体での企業倫理の確立とコンプライアンス体制の構築・強化を図るために、
「ONOグループ コード・オブ・コンダクト」（企業行動規範）およびコンプライアンス
関連規程を制定する。

② コンプライアンスに係る諸施策を推進するために、コンプライアンス担当役員を任命
し、グループコンプライアンス委員会を組織する。

③ 取締役および従業員等がコンプライアンス上の問題を発見した場合は、速やかにコンプ
ライアンス部門に報告される体制を構築する。コンプライアンス上の重要な問題が発見
された場合は、取締役会に報告するとともに、適正に対応する。

④ コンプライアンス上の問題の未然防止、早期是正のために、社内および社外にコンプラ
イアンス通報窓口を設置する。

⑤ ③または④により報告・相談された事項については、コンプライアンス部門が調査した
上で、グループコンプライアンス委員会に報告する。グループコンプライアンス委員会
は、再発防止策を協議・決定するとともに、全社的に再発防止策を実施する。

（２） 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する事項
取締役の職務の執行に係る情報については、担当取締役が法令および社内規程に基づき
文書を作成し、保存および管理を行う。

（３） 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
① コンプライアンス、製品の品質・安全性、安全衛生、環境、災害および情報セキュリテ

ィ等に係るリスク管理については、それぞれ社内規則に基づき関連部署にて手順書の作
成・配布、研修等を行うことにより対応する。

② 経営に著しく影響を与えると判断されるリスクあるいは組織横断的なリスクについて、
代表取締役は、担当取締役、各部門の責任者等で構成する会議においてリスク状況の監
視および対応を行う。不測の事態が発生した場合には、必要に応じて代表取締役が関係
者を招集し、速やかに問題の解決に当たる。

③ 各部門固有のリスク対応については、各部門が必要に応じて対応手順書の整備などを行
う。

（４） 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
① 当社は、取締役会を原則毎月１回定例に、また、必要に応じて臨時に開催し、重要事項

の決定ならびに取締役の職務執行状況の監督等を行う。
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② 取締役会の効率化を図るため、代表取締役は、各部門を担当する取締役、関連部門の責
任者等を構成員とする経営会議等において、経営戦略や喫緊の経営課題、重要な業務執
行に係る問題、全社的な業務執行に係る問題、各部門からの重要な報告事項について検
討・審議し、必要に応じて取締役会に検討結果を具申・上程する。

（５） 当会社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
① 当社企業グループの経営を管理する部署を設け、関連部署と協力しながら子会社管理を

行う。子会社に対しては、定期的に業務報告を求めるとともに、当社からの役員派遣や
日常的な取引等を通じて子会社の取締役の職務執行状況を把握する。

② 子会社の法令遵守体制・リスク管理体制全般については、必要に応じて当社が助言・指
導を行う。子会社の存続に係るようなリスク、当社に著しい損失を及ぼすおそれのある
子会社のリスクについては、当社が関与して対策を検討する。

③ 当社の子会社の職務執行体制は、各社の事業内容、事業規模あるいは当社事業との係り
等を勘案しながら、機動的な業務執行が行われるよう整備する。

④ 子会社のコンプライアンス推進体制については、子会社管理の一環として、各社の事業
内容、事業規模、事業環境等に応じて適切に体制を整備するよう助言・指導するととも
に、定期的に運用状況の報告を求める。

（６） 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関
する事項ならびにその使用人の取締役からの独立性に関する事項

① 監査業務については内部監査部門が連携・協力するとともに、監査役の職務を補助する
監査役会事務担当者を置く。監査役から要請があったときは、監査役を補助する専任か
つ取締役から独立した従業員を配置する。

② 監査役の職務を補助すべき従業員を配置した場合、その者の人事は監査役から事前に意
見を聴取し、独立性を確保するなど、監査役の職務の執行に支障をきたすことのないよ
う配慮する。

（７） 当社の取締役および使用人ならびに子会社の取締役、監査役および使用人等が監査役に
報告するための体制その他の監査役への報告に関する体制

① 代表取締役は、監査役と協議の上、次に定める事項を監査役に報告する体制を整備す
る。

（ａ）経営会議で決議された事項
（ｂ）当社企業グループに著しい損害を及ぼすおそれのある事項
（ｃ）毎月の経営状況として重要な事項
（ｄ）内部監査状況およびリスク管理に関する重要な事項
（ｅ）当社および子会社の重大な法令・定款違反
（ｆ）コンプライアンス通報窓口への通報状況および内容
（ｇ）その他コンプライアンス上重要な事項
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② 従業員は、子会社に役員として派遣されている場合または子会社に出向している場合も
含め、前項（ｂ）および（ｅ)に関する重大な事実を発見した場合は、監査役に直接通
報することができるものとする。

③ 代表取締役は、監査役による子会社監査に協力する。
④ 当社および子会社の役員・従業員が、コンプライアンス通報窓口を利用したことや監査

役に対して直接通報したことを理由に不利な取扱いを行うことを禁止し、その旨を周知
徹底する。

（８） その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制
① 監査役と代表取締役との間の定期的な意見交換会を設定する。
② 監査役の職務の執行に必要な費用は、年間予算を確保するとともに、別途必要となった

場合は、監査役の請求に基づき適切に処理する。

２．業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
当社では、上記方針に基づいて、内部統制体制の整備とその適切な運用に努めております。

内部統制に関する主な取り組みの内容は、以下のとおりであります。

（１） コンプライアンス体制
・海外でのさらなる事業展開を見据え、グループ全体のコンプライアンス関係規程の整
備・改訂を行うとともに、企業理念やミッションステートメントの浸透やコンプライア
ンス意識の向上を目的とした取り組みを継続的に実施しています。

・グループコンプライアンス委員会は監査役出席の下、年4回開催し、コンプライアンス
に関する課題の把握およびその対応策を検討いたしました。

・コンプライアンス管理体制についての第三者評価や従業員へのコンプライアンス意識調
査等を通じて、継続的に課題確認を行うとともに、改善に向けた取り組みを行っていま
す。

・不正行為の未然防止、早期発見・是正を目的として、グループで統一の社外通報窓口を
設置しています。社内外の通報窓口については匿名での利用を認めており、これらを利
用したことを理由に不利益な扱いを受けない旨周知しています。

（２） 情報の保存および管理体制
・経営会議等、主要な会議の運営状況は、経営管理部が把握しており、各会議の事務局が
議事録の作成、回覧、保存管理をしています。

・稟議規程に基づき決裁された業務案件については、稟議決裁記録の保存管理をしていま
す。

・各種規制により情報の記録、保管等が求められている業務については、社内規程や標準
作業手順書等を整備し、情報の保存管理をしています。
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・営業秘密の管理、訴訟手続対応および業務効率化等（情報の有効活用）を目的とした
「情報・文書管理ポリシー」の浸透や情報・文書管理意識の向上を図るための研修等を
実施しています。

（３） リスク管理体制
・平常時のリスク管理については全社的リスク管理活動（Enterprise Risk
Management：以下、ERM）、有事の危機管理については、危機管理対応手順書に基
づいた対応に加え、事業継続管理（Business Continuity Management：BCM）、事
業継続計画（Business Continuity Plan：BCP）によって、リスク発生の未然防止と
不測の事態による被害・損失の最小化を目指しています。

・ERMにおいては、リスクアセスメントシートを用いて各部門で洗い出されたリスクに
加えて、経営層インタビューを通じて抽出されたリスクについて評価・分類を実施し、
リスクマネジメント委員会で経営上特に重要なリスクを「主要リスク」と認定し、リス
クオーナー（管理責任者）を選定し、全社管理しています。また、リスクマネジメント
委員会では、ERMの年間計画を策定するとともに、主要リスクへの対応状況をモニタ
リングしています。なお、ERMの取り組みは、取締役会、監査役会に対しても報告が
なされています。

・また、毎年主要リスクの中から2項目程度を「重点対策リスク」に選定し、対策とモニ
タリングを強化しており、本年度は「サイバー攻撃による損害」および「サプライチェ
ーン管理（安定供給）」を選定しました。

（４） 効率的職務執行体制
・取締役会は、取締役会規則において付議基準を明確にする一方、重要な案件について
は、経営会議等の会議体において事前に多面的かつ慎重な審議を行い論点を整理するな
ど、取締役会の効率的な運営、業務執行の的確性の確保に努めています。

・取締役会の実効性向上を目的にした取締役および監査役による自己評価（第三者による
アンケート実施を含む）を通じて、取締役会の構成・運営等の継続的な見直しを行って
います。

・業務執行については、執行役員制度を採用し、決裁制度の整備と適切な権限委譲等によ
り、経営の効率化、意思決定の迅速化に努めています。

（５） グループ管理体制
・子会社の経営状態、役員等の派遣状況は、経営管理部が管理しており、子会社の情報
は、派遣している役員等や子会社との業務取引の窓口となっている当社関連部署と連携
して入手する体制となっています。
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・海外でのさらなる事業展開を見据え、当社企業グループの経営管理に係る体制整備を進
めています。

・子会社の業務執行体制については、決裁権限の管理や当社から派遣している役員や当社
関連部署を通じて管理・監督しています。また、リスク管理体制、コンプライアンス推
進体制については、当社企業グループ全体での一体化を進めています。

・2024年6月に買収したデサイフェラ社については、既存の内部統制システムを基礎に、
当社から派遣している役員・駐在員と当社関連部署が連携し、管理・運営体制の整備・
運用を行っています。

（６） 監査役監査体制
・監査役監査の効率性、実効性を高めるため、内部監査部門が監査業務について連携・協
力し、監査役会事務担当者が監査役の職務を支援しています。

・監査役は経営会議等の重要な会議に出席し、必要に応じて議事録や稟議書等の決裁書類
を閲覧しています。

・監査役に対して、コンプライアンス通報窓口への通報状況の報告を行い、子会社監査に
協力するなど、監査役監査の環境整備に努めています。

・監査役の職務執行が円滑に行われるよう、監査役と代表取締役との意見交換会を実施し
ています。
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連結持分変動計算書
2025年４月１日から2026年３月31日まで （単位：百万円）

資本金 資本剰余金 自己株式 その他の資本の
構成要素

2025 年 ４ 月 １ 日 残 高 17,358 17,458 △63,063 19,789
当期利益
その他の包括利益 33,756
当 期 包 括 利 益 合 計 − − − 33,756

自己株式の取得 △1
自己株式の処分 △127 294
剰余金の配当
株式報酬取引 47
その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 △6,998

非金融資産への振替 2,127
所有者との取引額等合計 − △81 293 △4,871

2026 年 ３ 月 31 日 残 高 17,358 17,378 △62,770 48,674

利益剰余金 親会社の所有者に
帰属する持分合計 非支配持分 資本合計

2025 年 ４ 月 １ 日 残 高 790,908 782,451 5,751 788,203
当期利益 69,767 69,767 144 69,911
その他の包括利益 33,756 28 33,784
当 期 包 括 利 益 合 計 69,767 103,524 172 103,695

自己株式の取得 △1 △1
自己株式の処分 167 167
剰余金の配当 △37,587 △37,587 △6 △37,594
株式報酬取引 47 47
その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 6,998 − −

非金融資産への振替 2,127 2,127
所有者との取引額等合計 △30,589 △35,248 △6 △35,254

2026 年 ３ 月 31 日 残 高 830,086 850,727 5,917 856,643
（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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連 結 注 記 表

（連結計算書類作成のための基本となる重要な事項）
１．当社および子会社（以下、当社グループ）の連結計算書類は、会社計算規則第120条第１項の規定により、

国際会計基準（以下、「IFRS会計基準」）に準拠して作成しております。なお、本連結計算書類は同項後段の
規定により、IFRS会計基準で求められる記載および注記の一部を省略しております。

２．連結の範囲に関する事項
連結子会社の数 28社
主要な連結子会社の名称
Deciphera Pharmaceuticals, Inc.
韓国小野薬品工業㈱
台灣小野藥品工業股份有限公司
東洋製薬化成㈱
㈱ビーブランド・メディコーデンタル

新規に設立したOno Global Reinsurance, Inc.およびその他1社を、当連結会計年度より連結の範囲に含
めております。
当社グループは、すべての子会社を連結の範囲に含めております。
なお、東洋製薬化成㈱の持分は100分の50以下でありますが、実質的に支配しているため子会社としており
ます。
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３．会計方針に関する事項
（１）金融商品の評価基準および評価方法
①デリバティブ以外の金融資産
（ⅰ）当初認識および測定

金融資産のうち売上債権等は、これらの発生日に当初認識しております。その他のすべての金融
資産は当該金融商品の契約当事者となった取引日に当初認識しております。金融資産は公正価値で
測定する金融資産、償却原価で測定する金融資産に分類しております。
すべての金融資産は、純損益を通じて公正価値で測定する区分に分類される場合を除き、公正価

値に当該金融資産に直接帰属する取引費用を加算した金額で測定しております。純損益を通じて測
定する金融資産の取引費用は、純損益として認識しております。

（ⅱ）分類および事後測定
（a）償却原価で測定する金融資産

以下の条件がともに満たされる場合には、償却原価で測定する金融資産に分類しております。
・契約上のキャッシュ・フローを回収するために資産を保有することを目的とする事業モデルに基
づいて、資産が保有されている。

・金融資産の契約条件により、元本および元本残高に対する利息の支払のみであるキャッシュ・フ
ローが特定の日に生じる。
当初認識後、償却原価で測定する金融資産の帳簿価額については実効金利法を用いて算定してお

ります。実効金利法による償却および認識を中止した場合の利得または損失は、連結損益計算書に
おいて損益として認識しております。

（b）その他の包括利益を通じて公正価値で測定する負債性金融商品
以下の条件がともに満たされる場合には、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する負債性

金融商品に分類しております。
・当該金融資産が、契約上のキャッシュ・フローの回収と売却の両方によって目的が達成される事
業モデルの中で保有されている。

・金融資産の契約条件により、元本および元本残高に対する利息の支払のみであるキャッシュ・フ
ローが特定の日に生じる。
その他の包括利益を通じて公正価値で測定する負債性金融資産については、公正価値の変動額

は、減損利得または減損損失および為替差損益を除き、当該金融資産の認識の中止または分類変更
が行われるまで、その他の包括利益として認識しております。
当該金融資産の認識の中止を行う際には、過去に認識したその他の包括利益を純損益に振り替え

ております。
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（c）その他の包括利益を通じて公正価値で測定する資本性金融商品
その他の包括利益を通じて公正価値で測定することを指定した資本性金融商品は、当初認識後、

公正価値で測定しその変動を、その他の包括利益を通じて測定する金融資産の公正価値の純変動と
して、その他の資本の構成要素に含めております。
その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産の認識を中止した場合、当該金融資産に

係る公正価値の純変動の累積額を直ちに利益剰余金に振り替えております。なお、当該金融資産か
らの配当金については、支払を受ける株主の権利が確定した時に、連結損益計算書において損益と
して認識しております。

（d）純損益を通じて公正価値で測定する金融資産
上記の償却原価で測定する金融資産、その他の包括利益を通じて公正価値で測定する負債性金融

商品、およびその他の包括利益を通じて公正価値で測定する資本性金融商品以外の金融資産につい
ては、純損益を通じて公正価値で測定する金融資産に分類しております。
当初認識後、純損益を通じて公正価値で測定する金融資産は、公正価値で測定し、その変動を連

結損益計算書において損益として認識しております。

（ⅲ）金融資産の認識の中止
金融資産は、便益を受領する権利が消滅したか、譲渡されたか、または実質的に所有に伴うすべ

てのリスクと経済価値が移転した場合に認識を中止しております。

（ⅳ）金融資産の減損
期末日ごとに、金融資産に係る信用リスクが当初認識以降に著しく増大したかどうかを評価して

おり、償却原価で測定される金融資産に係る減損については、当該金融資産に係る予想信用損失に
対して貸倒引当金を認識しております。具体的には、信用リスクが当初認識時点以降に著しく増大
していない場合には、12か月の予想信用損失を貸倒引当金として認識しております。一方、信用リ
スクが当初認識時点以降に著しく増大している場合には、全期間の予想信用損失を貸倒引当金とし
て認識しております。信用リスクが著しく増加しているか否かの判断は、各期末日ごとに当初認識
以降の債務不履行の発生リスクの変化に基づいて判断しており、債務不履行の発生リスクに変化が
あるか否かの評価を行う際は、期日経過情報のほか、当社グループが合理的に利用可能かつ裏付け
可能な情報を考慮しております。なお、金融資産に係る信用リスクが期末日時点で低いと判断され
る場合には、当該金融資産に係る信用リスクが当初認識時点以降に著しく増大していないと評価し
ております。また、予想信用損失は、契約上、企業に支払われるべき金額と企業への受取が見込ま
れる金額との差額の割引現在価値に基づいて測定しております。ただし、売上債権等については、
信用リスクの当初認識時点からの著しい増加の有無に関わらず、常に貸倒引当金を全期間の予想信
用損失に等しい金額で測定しております。金融資産に係る貸倒引当金の繰入額および貸倒引当金を
減額する事象が発生した場合の戻入額は、連結損益計算書において損益として認識しております。

②デリバティブ
当社グループは、為替変動リスクおよび金利変動リスクに対処するため、デリバティブとしての先物為

替予約および金利スワップ等を契約しております。デリバティブは、契約が締結された時点の公正価値で
当初測定され、その後も公正価値で再測定しております。デリバティブの公正価値変動は連結損益計算書
において損益として認識しております。ただし、キャッシュ・フロー・ヘッジの有効部分はその他の包括
利益として認識しております。
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（２）棚卸資産の評価基準および評価方法
棚卸資産の取得原価には、原材料、直接労務費およびその他の直接費用ならびに関連する製造間接費を含

んでおります。
棚卸資産は取得原価と正味実現可能価額のいずれか低い金額で測定し、原価の算定にあたっては、主とし

て総平均法を使用しております。また、正味実現可能価額は、通常の事業過程における予想売価から、完成
に要する見積原価および販売に要する見積費用を控除して算定しております。

（３）有形固定資産、のれんおよび無形資産の評価基準、評価方法および減価償却方法
①有形固定資産（使用権資産を除く）

当社グループは、有形固定資産の測定方法として原価モデルを採用し、取得原価から減価償却累計額お
よび減損損失累計額を控除した価額で計上しております。
取得原価には、資産の取得に直接付随する費用、資産除去債務の当初見積額等が含まれます。有形固定

資産の減価償却は、使用可能となった時点から開始しております。
各資産はそれぞれの見積耐用年数にわたって定額法で減価償却を行っております。主要な資産項目の見

積耐用年数は以下のとおりであります。
建物及び構築物 15〜50年
機械装置及び運搬具 ４〜15年
工具器具及び備品 ２〜20年
なお、見積耐用年数および減価償却方法等は、各年度末に見直しを行い、変更があった場合は、会計上

の見積りの変更として将来に向かって適用しております。
また、各報告期間末日に各資産についての減損の兆候の有無を判定しております。減損の兆候がある場

合には、その資産またはその資産の属する資金生成単位ごとの回収可能価額を見積っております。
回収可能価額は、資産または資金生成単位の処分コスト控除後の公正価値とその使用価値のうち高い方

の金額で算定しております。資産または資金生成単位の帳簿価額が回収可能価額を超える場合には、回収
可能価額まで帳簿価額を減額し、減損損失を認識しております。
なお、使用価値は、見積り将来キャッシュ・フローを、貨幣の時間価値と当該資産に固有のリスク等を

反映した税引前の割引率を使用して、現在価値に割り引くことにより算定しております。
処分コスト控除後の公正価値の算定にあたっては、利用可能な公正価値指標に裏付けられた適切な評価

モデルを使用しております。
過年度に認識した減損損失については、損失の減少または消滅の可能性を示す兆候が存在しているかど

うかについて評価を行っております。そのような兆候が存在する場合には、当該資産または資金生成単位
の回収可能価額の見積りを行い、その回収可能価額が資産または資金生成単位の帳簿価額を超える場合、
算定した回収可能価額と過年度に減損損失が認識されていなかった場合の減価償却累計額控除後の帳簿価
額とのいずれか低い方を上限として、減損損失を戻入れております。
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②のれん
のれんは、取得原価から減損損失累計額を控除して計上しております。
のれんは、企業結合のシナジーから便益を得ると見込まれる資金生成単位または資金生成単位グループ

に配分し、毎年一定の時期および減損の兆候があると認められた場合にはその都度、減損テストを実施し
ております。減損テストにおいて資金生成単位または資金生成単位グループの回収可能価額が帳簿価額を
下回る場合には、その帳簿価額を回収可能価額まで減額し、差額は減損損失として純損益で認識しており
ます。
資金生成単位または資金生成単位グループに関連して認識した減損損失は、まず資金生成単位または資

金生成単位グループに配分されたのれんの帳簿価額から減額するように配分し、次に資金生成単位または
資金生成単位グループにおけるその他の資産の帳簿価額を比例的に減額するよう配分しております。
のれんについて認識した減損損失は、その後の期間に戻入れを行いません。

③無形資産
（ⅰ）個別に取得した無形資産および企業結合により取得した無形資産

当社グループは、無形資産の測定方法として原価モデルを採用し、取得原価から償却累計額およ
び減損損失累計額を控除した価額で計上しております。ただし、個別に取得した耐用年数を確定で
きない無形資産は、取得原価から減損損失累計額を控除した額で計上しております。
無形資産の償却は、使用可能となった時点から開始しております。耐用年数を確定できない無形

資産および未だ使用可能でない無形資産を除き、各資産はそれぞれの見積耐用年数にわたって定額
法で償却を行っております。主要な資産項目の見積耐用年数は以下のとおりであります。
販売権 ５〜18年
ソフトウェア ３〜８年
販売権の償却費の算定に用いる見積耐用年数は、特許権の有効期間等を考慮して決定しておりま

す。
なお、見積耐用年数および償却方法は、各年度末に見直しを行い、変更があった場合は、会計上

の見積りの変更として将来に向かって適用しております。

（ⅱ）自己創設無形資産（内部発生の研究開発費）
開発（または内部プロジェクトの開発局面）における支出は、以下のすべてを立証できる場合に

限り、資産として認識することとしております。
（ａ）使用または売却できるように無形資産を完成させることの、技術上の実行可能性
（ｂ）無形資産を完成させ、さらにそれを使用または売却するという意図
（ｃ）無形資産を使用または売却できる能力
（ｄ）無形資産が蓋然性の高い将来の経済的便益を創出する方法
（ｅ）無形資産の開発を完成させ、さらにそれを使用または売却するために必要となる、適切な技

術上、財務上およびその他の資源の利用可能性
（ｆ）開発期間中の無形資産に起因する支出を、信頼性をもって測定できる能力
当社グループは、医療用医薬品の認可および開発活動に関連したリスクと不確実性により、規制

当局からの販売承認を得ない限り、無形資産を認識する資産計上基準は満たされないと判断してお
ります。販売承認前に発生した内部発生開発費は、研究開発費として発生時に費用計上しておりま
す。
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（ⅲ）減損
各報告期間末日に減損の兆候の有無を判定し、減損の兆候がある場合には、減損テストを実施し

ております。また、耐用年数が確定できない無形資産および未だ使用可能でない無形資産について
は、減損の兆候の有無にかかわらず毎年一定の時期に、減損テストを実施しております。
減損テストは、各資産の回収可能価額を算定し、帳簿価額と比較することにより実施しておりま

す。個別資産についての回収可能価額の見積りが不可能な場合には、当該資産が属する資金生成単
位の回収可能価額を見積っております。
資産または資金生成単位の回収可能価額は、処分コスト控除後の公正価値と使用価値のいずれか

高い方の金額で測定しております。回収可能価額は、見積り将来キャッシュ・フローを現在価値に
割り引くことにより算定しております。回収可能価額の算定には、研究開発の進捗状況に基づく販
売可能期間、想定販売単価、想定患者数および割引率といった経営者による仮定が使用されており
ます。
使用する割引率は、貨幣の時間価値と当該資産に固有のリスクのうち、将来キャッシュ・フロー

の見積りを調整していないものを反映した利率を用いております。

④使用権資産
当社グループは、借手としてのリース取引について、リース開始日に、使用権資産を取得原価で、リー

ス負債を未払リース料総額の現在価値として測定しております。
使用権資産は、耐用年数とリース期間のいずれか短い年数にわたって、定額法で減価償却を行っており

ます。
リース料は、利息法に基づき金融費用とリース負債の返済額に配分し、金融費用は連結損益計算書にお

いて認識しております。
ただし、無形資産に係るリース、原資産が少額であるリースおよびリース期間が12か月以内の短期リー

スについては、使用権資産およびリース負債を認識しておりません。少額リースおよび短期リースに係る
リース料は、リース料総額をリース期間にわたって、定額法または他の規則的な基礎のいずれかにより費
用として認識しております。
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（４）収益の認識基準
当社グループは、利息および配当収益等を除き、以下の５ステップを適用することにより収益を認識して

おります。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：履行義務の充足時または充足するにつれて収益を認識する

①製商品の販売
製商品の販売は、顧客へ製商品を引き渡した時点で、顧客に製商品の所有に伴う重大なリスクおよび経

済価値が移転し、顧客が当該製商品に対する支配を獲得することにより、当社グループの履行義務が充足
されると判断しており、当該製商品の引渡時点で収益を認識しております。
製商品の販売から生じる収益は、販売契約における対価から販売数量または販売金額に基づくリベート

や値引き等を控除した金額で算定しており、顧客に返金すると見込んでいる対価および第三者のために回
収する金額を返金負債として計上しております。リベート等の見積りにあたっては、契約条件や過去の実
績などに基づく最頻値法を用いております。また、売上収益は重大な戻入れが生じない可能性が非常に高
い範囲でのみ認識しております。
製商品の販売に係る対価は、顧客へ製商品を引き渡した時点から主として１年以内に受領しておりま

す。なお、重大な金融要素は含んでおりません。
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②ロイヤルティ収入等
ロイヤルティ収入は、契約相手先の売上収益等を基礎に算定されたライセンス契約等における対価であ

り、契約相手先の売上発生に応じて、売上収益として認識しております。
ライセンス収入は、当社グループが第三者との間で締結した開発品または製品の開発・販売権等に関す

るライセンス契約等に基づいて受領した契約一時金・マイルストンによる収入であり、ライセンス契約等
において履行義務が一時点で充足される場合には、契約一時金・マイルストンによる収入については開発
権・販売権等を付与した時点で契約上の履行義務が充足されたと判断し、当該時点で売上収益として認識
しております。一方、履行義務が一定期間にわたり充足される場合には、当該対価を契約負債として計上
し、個々の契約ごとに決定した履行義務の充足に関する進捗度の測定方法に従い、契約一時金・マイルス
トンによる収入を予想される開発期間等の一定期間にわたって売上収益として認識しております。
なお、マイルストンによる収入は、事後に重大な戻入が生じる可能性を考慮し、契約上定められたマイ

ルストンが達成された時点から売上収益として認識しております。
ロイヤルティ収入等の取引が重大な金融要素を含む場合、売上収益は実効金利を用いて現在価値で測定

しております。ただし、契約に基づく権利の確定時点から１年以内に受領すると見込まれる場合、重大な
金融要素の調整は行っておりません。

（５）従業員退職給付の会計処理方法
当社グループの退職給付制度は、主として確定給付制度と確定拠出制度を採用しております。

①確定給付制度
当社グループは、確定給付制度における給付を支給するための費用を、各報告期間の末日に実施する年

金数理計算において、予測単位積増方式により測定しております。再測定は、数理計算上の差異、資産上
限額の変動の影響、制度資産に係る収益（利息分除く）を含み、発生期間にその他の包括利益に認識する
ことで直ちに連結財政状態計算書に反映されます。その他の包括利益に認識された再測定は直ちに利益剰
余金に振り替えられ、純損益には振り替えられません。過去勤務費用は、制度改定が行われた期間に純損
益に認識します。利息純額は、確定給付負債または資産の純額に対して、報告期間の期首時点の割引率を
使用して計算し、金融費用または金融収益として表示しております。なお、確定給付費用は以下のように
分類されます。
• 勤務費用（当期勤務費用、過去勤務費用等）
• 利息費用純額または利息収益純額
• 再測定
連結財政状態計算書上に認識される退職給付に係る負債または資産は、当社グループの確定給付制度に

おける実際の積立不足または積立超過を表しています。この計算による積立超過は、制度からの返還また
は制度に対する将来掛金の減額という形による利用可能な将来の経済的便益の現在価値を資産上限額とし
ています。

②確定拠出制度
確定拠出型の退職給付に係る拠出は、従業員が関連するサービスを提供した時点で費用として認識して

おります。
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（６）その他連結計算書類作成のための重要な事項
①外貨換算

当社グループの連結計算書類は、当社の機能通貨である日本円で表示しております。また、グループ内
の各企業はそれぞれ独自の機能通貨を定めており、各企業の取引はその機能通貨により測定しておりま
す。
外貨建取引は、取引日における直物為替相場またはそれに近似するレートにより機能通貨に換算してお

ります。外貨建の貨幣性資産および負債は、決算日の直物為替相場により機能通貨に換算しております。
当該換算および決済により生じる換算差額は損益として認識しております。ただし、その他の包括利益を
通じて測定される金融資産およびキャッシュ・フロー・ヘッジから生じる換算差額については、その他の
包括利益として認識しております。
在外営業活動体の資産および負債は、決算日の直物為替相場により、収益および費用は平均為替相場を

用いて、それぞれ円貨に換算しており、その換算差額はその他の包括利益として認識しております。在外
営業活動体が処分された場合には、当該営業活動体に関連する累積換算差額を処分した期の損益として認
識します。

②重要なヘッジ会計の方法
当社グループは、為替変動リスクおよび金利変動リスクに対処する観点から、デリバティブとしての先

物為替予約および金利スワップをヘッジ手段としてキャッシュ・フロー・ヘッジに指定しております。
ヘッジ関係の開始時に、当社グループはヘッジ取引を行うための戦略に従い、ヘッジ手段とヘッジ対象

の関係について文書化しております。さらに、ヘッジの開始時およびヘッジ期間中に、当社グループは、
ヘッジ手段がヘッジされたリスクに起因するヘッジ対象のキャッシュ・フローの変動を相殺するのにきわ
めて有効であるかどうかを文書化しております。
キャッシュ・フロー・ヘッジの会計処理は以下のとおりです。
キャッシュ・フロー・ヘッジとして指定され、かつ、適格なデリバティブの公正価値の変動の有効部分

はその他の包括利益に認識し、その他の資本の構成要素に累積します。利得または損失のうち非有効部分
は直ちに純損益に認識されます。
その他の包括利益で認識し、資本に累積されていた金額は、ヘッジ対象が純損益に影響を与えた期間

に、認識されたヘッジ対象と同じ項目において純損益に振り替えます。しかし、ヘッジされた予定取引が
非金融資産や非金融負債の認識を生じさせるものである場合には、従前にその他の包括利益で認識し、資
本に累積されていた利得または損失は、資本から振り替えられ、非金融資産または非金融負債の取得原価
の当初測定に含められます。
ヘッジ手段が失効、売却、終結または行使された場合、またはもはやヘッジ会計として適格でない場合

には、ヘッジ会計を中止しています。その他の包括利益に認識し、資本に累積されていた利得または損失
は、そのまま資本に残され、予定取引が最終的に純損益に認識された時点において純損益に振り替えられ
ます。予定取引がもはや発生しないと見込まれる場合には、資本で累積された利得または損失は直ちに純
損益に認識されます。

③グループ通算制度の適用
当社および一部の国内連結子会社は、グループ通算制度を適用しております。
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（会計上の見積りに関する注記）
当社グループの連結計算書類は、収益および費用、資産および負債の測定に関する経営者の見積りおよび仮

定を含んでおります。これらの見積りおよび仮定は過去の実績および決算日において合理的であると考えられ
る様々な要因等を勘案した経営者の最善の判断に基づいております。しかし、その性質上、将来において、こ
れらの見積りおよび仮定とは異なる結果となる可能性があります。
見積りおよびその基礎となる仮定は経営者により継続して見直されております。これらの見積りおよび仮定

の見直しによる影響は、その見積りおよび仮定を見直した期間およびそれ以降の期間において認識しておりま
す。
会計方針を適用する過程で行われた判断および見積り、ならびに会計上の見積りおよび仮定のうち、連結計

算書類に報告された金額に重大な影響を及ぼすものに関する情報は次のとおりであります。

１．無形資産およびのれんの減損
(1) 当連結会計年度の連結財政状態計算書に計上した額

無形資産（特許権及びライセンス等） 347,163百万円
のれん 22,654百万円

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
当社グループは、無形資産について、各報告期間末日に減損の兆候の有無を判定し、減損の兆候が

ある場合には、減損テストを実施しております。また耐用年数が確定できない無形資産および未だ使
用可能でない無形資産、のれんについては、減損の兆候の有無にかかわらず毎年一定の時期に、減損
テストを実施しております。
減損テストは、各資産の回収可能価額を算定し、帳簿価額と比較することにより実施しております。

個別資産についての回収可能価額の見積りが不可能な場合には、当該資産が属する資金生成単位の回
収可能価額を見積っております。
資産または資金生成単位の回収可能価額は、処分コスト控除後の公正価値と使用価値のいずれか高

い方の金額で測定しております。回収可能価額は、見積り将来キャッシュ・フローを現在価値に割り
引くことにより算定しております。回収可能価額の算定には、研究開発の進捗状況に基づく販売可能
期間、想定販売単価、想定患者数および割引率といった経営者による仮定が使用されております。
使用する割引率は、貨幣の時間価値と当該資産に固有のリスクのうち、将来キャッシュ・フローの

見積りを調整していないものを反映した利率を用いております。
将来の事象によって、減損テストに用いられた仮定が変更され、その結果、当社グループの将来の

業績に影響を及ぼす可能性があります。
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2．繰延税金資産の回収可能性
(1) 当連結会計年度の連結財政状態計算書に計上した額

繰延税金資産 55,759百万円
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社グループは、資産および負債の会計上の帳簿価額と税務上の金額との間に生じる一時差異に係
る税効果については、繰延税金資産を回収できる課税所得が生じると見込まれる範囲において、当該
一時差異に適用される法定実効税率を使用して繰延税金資産を計上しております。当社グループは、
事業計画等に基づいて将来獲得しうる課税所得の時期およびその金額を合理的に見積り、課税所得が
生じる可能性を判断しています。

3．退職給付会計の基礎率
(1) 当連結会計年度の連結財政状態計算書に計上した額

退職給付に係る負債 2,234百万円
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社グループは確定給付型を含む複数の退職給付制度を有しております。
確定給付制度債務の現在価値および関連する勤務費用等は、数理計算上の仮定に基づいて算定して

おります。数理計算上の仮定には、割引率や利息の純額等の変数についての見積りおよび判断が求め
られます。
当社グループは、これらの変数を含む数理計算上の仮定の適切性について、外部の年金数理人から

の助言を得ております。
数理計算上の仮定は、経営者の最善の見積りと判断により決定しておりますが、将来の不確実な経

済条件の変動の結果によって影響を受ける可能性があり、見直しが必要となった場合、連結計算書類
において認識する金額に重要な影響を与える可能性があります。
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（連結財政状態計算書に関する注記）
１．担保に供している資産

その他の流動資産 8,500百万円
主に関税法・消費税法に基づき輸入取引に伴う関税・消費税の納期限延長制度を利用する際の担保として

供託しております。

２．資産に係る減価償却累計額（減損損失累計額を含む）
有形固定資産 128,736百万円

３．資産から直接控除した貸倒引当金
売上債権及びその他の債権 ５百万円

（連結損益計算書に関する注記）
減損損失
当連結会計年度に2,200百万円の減損損失を認識しており、仕掛研究開発費の減損損失は連結損益計算書の

「研究開発費」、有形固定資産の減損損失は「その他の費用」にそれぞれ含めて計上しております。
仕掛研究開発費の減損損失は、新薬の開発中止に伴い認識したものです。
有形固定資産の減損損失は、将来の使用が見込まれない資産について、帳簿価額を回収可能価額まで減額し

たものです。なお、将来の使用が見込まれない資産のうち、除却予定資産や遊休資産については、回収可能価
額を処分コスト控除後の公正価値により算定しております。それ以外の資産については、回収可能価額を使用
価値により算定しております。

その他の費用
アストラゼネカ社との共同販促契約の終了に伴う販売権の譲渡対価と、「フォシーガ錠」の販売権の帳簿価

額の減少額との差額4,317百万円を計上しております。
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（連結持分変動計算書に関する注記）
１．発行済株式の種類および総数ならびに自己株式の種類および株式数に関する事項

当連結会計年度期首
（株）

増加
（株）

減少
（株）

当連結会計年度末
（株）

発行済株式
普通株式 498,692,800 − − 498,692,800

自己株式
普通株式 28,919,831 658 135,000 28,785,489

（注）１．普通株式の自己株式数の増加は、単元未満株式の買取り658株によるものであります。
２．普通株式の自己株式数の減少は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分135,000株による

ものであります。
３．当連結会計年度末日の普通株式の自己株式数には、株式付与ESOP信託が保有する株式数

8,398,300株が含まれております。

２．配当に関する事項
（１）配当金支払額

決議 株式の
種類

配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額(円) 基準日 効力発生日

2025年６月19日
定時株主総会

普通
株式 18,791 40.0 2025年３月31日 2025年６月20日

2025年10月30日
取締役会

普通
株式 18,796 40.0 2025年９月30日 2025年12月１日

（２）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生が翌期になるもの

決議（予定） 株式の
種類

配当金
の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日

2026年６月18日
定時株主総会

普通
株式 19,132 利益剰余金 40.0 2026年３月31日 2026年６月19日

（注）2026年６月18日開催の定時株主総会に付議する配当金の総額には、株式付与ESOP信託が保有する当
社株式に対する配当金336百万円が含まれております。

2026年05月12日 17時02分 $FOLDER; 20ページ （Tess 1.50(64) 20260319_01）



― 20 ―

（金融商品に関する注記）
１．金融商品の状況に関する事項
（１）金融商品に関する取組方針

当社グループは、国債等の債券投資を中心に資金運用を行っております。資産構成において、医薬品製
造販売業を行う上での短期的な資金需要にも応えられるように流動性が確保された金融資産も組み入れて
おります。デリバティブについては、外貨での資金決済に伴う為替変動リスクおよび資金調達に伴う金利
変動リスクを軽減するために利用しており、投機的な取引および短期的な売買差益を得る取引は行ってお
りません。

（２）金融商品の内容およびそのリスクならびに管理体制
営業債権である売上債権及びその他の債権は、顧客の信用リスクに晒されています。当該リスクに関し

ては、当社グループの与信管理規程に基づき、与信限度額および取引条件を定めることを原則としており
ます。また、回収懸念の軽減を図るべく取引先ごとの期日管理および残高管理を行うとともに、主な取引
先の信用状況を第三者の格付け機関から入手し、信用評価を継続的に実施しております。
有価証券および投資有価証券は、主に債券および取引企業の株式であり、市場価格の変動リスクに晒さ

れています。把握された時価情報は、定期的に役員に報告されております。
デリバティブ取引の執行・管理については、取引権限を定めた社内規程に従って行っており、また、デ

リバティブの利用にあたっては、信用リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取引を行って
おります。
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２．金融商品の公正価値等に関する事項
公正価値の測定方法
現金及び現金同等物、仕入債務及びその他の債務
これらは短期間で決済されるため、公正価値は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によって

おります。
売上債権及びその他の債権
短期間で回収される債権については、公正価値は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっ

ております。また、回収に長期間を要する債権については、公正価値は一定の期間ごとに区分した債権ご
とに、満期までの期間および信用リスクを加味した利率を用いて将来キャッシュ・フローを割り引く方法
により算定しております。
有価証券、投資有価証券
市場性のある有価証券および投資有価証券の公正価値は市場価格を用いて測定しております。非上場株

式については、時価純資産方式等の合理的な方法により測定しております。
その他の金融資産およびその他の金融負債
・保険積立金

保険積立金の公正価値は、払戻しに伴う契約上の重要な制約がないため、解約払戻金により測定
しております。

・デリバティブ
デリバティブは主に為替予約および金利スワップに係る取引であり、公正価値は、取引先金融機
関等から提示された観察可能な市場データに基づき算定しています。

・定期預金
定期預金の公正価値は、同様の契約を新規に行った場合に想定される利率を用いて将来キャッシ
ュ・フローを割り引く方法により測定しております。

・借入金
借入金のうち、変動金利によるものは、短期間で市場金利を反映しており、公正価値は帳簿価額
にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。また、固定金利によるものは、元金利
の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引く方法により算定しておりま
す。

・その他
これらは短期間で決済されるため、公正価値は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額に
よっております。
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2026年３月31日（当連結会計年度の連結決算日）における連結財政状態計算書計上額、公正価値およびこ
れらの差額については、次のとおりであります。なお、公正価値が帳簿価額と一致している金融資産および金
融負債は含みません。

（単位：百万円）
連結財政状態
計算書計上額
（＊）

公正価値（＊） 差額

（金融資産）
−売上債権及びその他の債権 145,936 145,977 41
−有価証券、投資有価証券 93,253 93,243 △10

（金融負債）
−借入金 (110,389) (109,431) 958
（＊）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。

３．金融商品の公正価値のレベルごとの内訳等に関する事項
IFRS第13号「公正価値測定」は金融商品の公正価値の算定に用いたインプットの観察可能性に基づき、金

融商品の算定額をレベル１からレベル３までの階層に分類することを要求しております。
公正価値の階層は次のとおりであります。
レベル１：測定日現在でアクセスできる同一の資産または負債に関する活発な市場における無修正の相場

価格
レベル２：資産または負債について直接または間接に観察可能なインプットのうち、レベル１に含まれる

相場価格以外のもの
レベル３：資産または負債についての観察可能でないインプット
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（１）公正価値で測定する金融資産および金融負債
連結財政状態計算書において、公正価値で測定する階層ごとの金融資産および金融負債の公正価値は次

のとおりであります。
（単位：百万円）

公正価値

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

(金融資産)
純損益を通じて公正価値で
測定する金融資産
−有価証券、投資有価証券 − − 9,274 9,274

−その他の金融資産 − − 8,109 8,109
その他の包括利益を通じて
公正価値で測定する金融資産
−有価証券、投資有価証券 78,454 − 4,645 83,100

合計 78,454 − 22,028 100,482

(金融負債)
純損益を通じて公正価値で
測定する金融負債
−その他の金融負債 − 154 − 154

合計 − 154 − 154
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（２）償却原価で測定する金融資産および金融負債
連結財政状態計算書において、償却原価で測定する階層ごとの金融資産および金融負債の公正価値は次

のとおりであります。
（単位：百万円）

公正価値

レベル１ レベル２ レベル３ 合計

(金融資産)

償却原価で測定する金融資産

−売上債権及びその他の債権 − 145,977 − 145,977

−有価証券、投資有価証券 − 869 − 869

合計 − 146,847 − 146,847

(金融負債)

償却原価で測定する金融負債

−借入金 − 109,431 − 109,431

合計 − 109,431 − 109,431

（１株当たり情報に関する注記）
１．１株当たり親会社所有者帰属持分 1,810円44銭
２．基本的１株当たり当期利益 148円49銭

（注）１株当たり親会社所有者帰属持分および基本的１株当たり当期利益の算定において、株式付与ESOP信託
が保有する当社株式を自己株式として処理していることから、当該株式数を期末発行済株式数および期中
平均株式数から控除しております。
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（収益認識に関する注記）
１．収益の分解
（１）財またはサービスの種類別

（単位：百万円）

金額

製品商品 342,607
ロイヤルティ・その他
オプジーボ 122,330
「Keytruda®」（メルク社） 29,467
その他 21,381

ロイヤルティ・その他 合計 173,178
合計 515,785

（２）地域別
（単位：百万円）

金額

日本 287,085
米国 197,061
アジア 17,719
欧州 12,324
その他 1,595

合計 515,785
（注）売上収益は顧客の所在地を基礎とし、国または地域に分類しております。
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２．当連結会計年度および翌連結会計年度以降の収益の金額を理解するための情報
（１）契約残高

（単位：百万円）

期首残高 期末残高

顧客との契約から生じた債権

売掛金 128,127 127,345

受取手形 507 1,098

合計 128,634 128,443
（注）１．重要な契約負債はありません。

２．過去の期間に充足した履行義務から当連結会計年度に認識した収益の金額は162,226百万円であ
り、主なものはロイヤルティ収入であります。

（２）残存履行義務に配分した取引価格
当社グループにおいては、個別の予想契約期間が１年を超える重要な取引がないため、実務上の便法

を使用し、残存履行義務に関する情報の記載を省略しております。また、顧客との契約から生じる対価
の中に、取引価格に含まれていない重要な金額はありません。
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（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

（その他の注記）
１．退職給付制度改定の影響

当社は、2025年10月１日に確定給付企業年金制度の一部について、確定拠出年金制度に移行しました。確
定給付企業年金制度の一部終了に伴い、確定給付制度債務および制度資産がそれぞれ23,372百万円、25,118
百万円減少し、当連結会計年度において退職給付制度改定損1,746百万円を、連結損益計算書の「その他の費
用」に計上しております。

２．連結注記表は、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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株主資本等変動計算書
2025年４月１日から2026年３月31日まで （単位：百万円）

株 主 資 本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本
準備金

その他
資本
剰余金

資本
剰余金
合計

利益
準備金

その他利益剰余金
利益
剰余金
合計

固定資産
圧縮
積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

2025年４月１日残高 17,358 17,002 − 17,002 4,340 128 374,500 413,965 792,933
事業年度中の変動額
剰余金の配当 △37,587 △37,587
当期純利益 79,744 79,744
自己株式の取得
自己株式の処分 2,063 2,063
土地再評価差額金取崩高 △319 △319
株主資本以外の項目の事業年度中の変動額（純額）

事業年度中の変動額合計 − − 2,063 2,063 − − − 41,837 41,837
2026年３月31日残高 17,358 17,002 2,063 19,065 4,340 128 374,500 455,802 834,770

株 主 資 本 評価・換算差額等

純資産
合計自己株式 株主資本

合計
その他
有価証券
評価差額金

繰延
ヘッジ
損益

土地
再評価
差額金

評価・換算
差額等合計

2025年４月１日残高 △63,050 764,243 36,914 △222 △3,367 33,324 797,567
事業年度中の変動額
剰余金の配当 △37,587 △37,587
当期純利益 79,744 79,744
自己株式の取得 △20,455 △20,455 △20,455
自己株式の処分 18,604 20,667 20,667
土地再評価差額金取崩高 △319 △319
株主資本以外の項目の事業年度中の変動額（純額） 4,736 171 319 5,226 5,226

事業年度中の変動額合計 △1,851 42,049 4,736 171 319 5,226 47,275
2026年３月31日残高 △64,902 806,292 41,650 △52 △3,048 38,550 844,842
（注）記載金額は、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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個 別 注 記 表
（重要な会計方針に係る事項に関する注記）
１．資産の評価基準および評価方法
（1）有価証券の評価基準および評価方法

満期保有目的の債券…………………… 償却原価法（定額法）
子会社株式および関連会社株式……… 移動平均法による原価法
その他の関係会社有価証券…………… 移動平均法による原価法

投資事業有限責任組合等については、組合契約に規定される決
算報告日に応じて入手可能な最近の決算書を基礎とし、持分相
当額を純額で取り込む方法によっております。

その他有価証券
市場価格のない株式等以外のもの… 時価法

（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平
均法により算定）

市場価格のない株式等……………… 移動平均法による原価法

（2）デリバティブの評価基準および評価方法
デリバティブ…………………………… 時価法

（3）棚卸資産の評価基準および評価方法……主として総平均法による原価法
（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法によ
り算定）

２．固定資産の減価償却の方法
（1）有形固定資産（リース資産を除く）……定率法

ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備は除く）ならびに2016年４月１日以
降に取得した建物附属設備および構築物については、定額法によっております。
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。

建物及び構築物 15〜50年
機械装置及び車両運搬具 ４〜15年

（2）無形固定資産（リース資産を除く）……定額法
主な耐用年数は以下のとおりであります。

ソフトウェア 3〜5年

（3）リース資産
所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
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３．引当金の計上基準
（1）貸 倒 引 当 金…当事業年度末における売上債権等の貸倒れによる損失に備えて、内規（一般債権につい

ては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を勘
案し、回収不能見込額を計上）に定める基準により算定した額を計上しております。

（2）賞 与 引 当 金…従業員賞与の支給に備えて、支給見込額を計上しております。
（3）役員賞与引当金…役員賞与の支給に備えて、支給見込額を計上しております。
（4）株式報酬引当金…取締役（社外取締役を除く）および執行役員を対象とした業績連動型株式報酬制度によ

る当社株式の交付に備えて、支給見込額を計上しております。
（5）販売促進引当金…販売した製商品のうち当事業年度末における特約店在庫分について、その販売促進に要

する諸費用に備えて、その在庫に実績を基礎にした販売経費率を乗じた額を計上してお
ります。

（6）退職給付引当金…従業員の退職給付に備えて、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込
額に基づき計上しております。
①退職給付見込額の期間帰属方法
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させ

る方法については、給付算定式基準によっております。
②数理計算上の差異および過去勤務費用の費用処理方法
数理計算上の差異は、各事業年度に発生した額を翌事業年度に一括で費用処理するこ

ととしております。過去勤務費用は、発生時から一年間で費用処理することとしており
ます。

４．収益の計上基準
当社は、利息および配当収益等を除き、次の５つのステップを適用することにより認識しております。
ステップ１：顧客との契約を識別する
ステップ２：契約における履行義務を識別する
ステップ３：取引価格を算定する
ステップ４：取引価格を契約における履行義務に配分する
ステップ５：履行義務の充足時または充足するにつれて収益を認識する

製商品の販売に係る対価は、顧客へ製商品を引き渡した時点から主として1年以内に受領しており、重要な金
融要素は含んでおりません。
ロイヤルティ収入等の取引が重要な金融要素を含む場合、収益は実効金利を用いて現在価値で測定しておりま

す。ただし、契約に基づく権利の確定時点から1年以内に受領すると見込まれる場合、重要な金融要素の調整は
行っておりません。
主要な事業における顧客との契約に基づく主な履行義務の内容および当該履行義務に係る収益を認識する通常

の時点は、連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しております。
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５．その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
（1）外貨建の資産および負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しており
ます。

（2）重要なヘッジ会計の方法
ヘッジ会計の方法

繰延ヘッジ処理を採用しております。
ヘッジ手段とヘッジ対象

ヘッジ手段…為替予約取引、金利スワップ取引
ヘッジ対象…外貨建金銭債権債務等（予定取引を含む）、外部借入

ヘッジ方針
外貨建取引に係る相場の変動リスクを回避する目的で為替予約取引を、外部借入に係る金利の上昇リス
クを回避する目的で金利スワップ取引を行っております。
投機的な取引および短期的な売買差益を得る取引は行っておりません。

ヘッジの有効性
ヘッジの有効性については、それぞれのヘッジ手段とヘッジ対象が対応していることを確認することに
より有効であることを評価しております。

（3）退職給付に係る会計処理
退職給付に係る未認識数理計算上の差異および未認識過去勤務費用の会計処理の方法は、連結計算書類に

おけるこれらの会計処理の方法と異なっております。
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（会計上の見積りに関する注記）
当社の計算書類は、収益および費用、資産および負債の測定に関する経営者の見積りおよび仮定を含んでおり

ます。これらの見積りおよび仮定は過去の実績および決算日において合理的であると考えられる様々な要因等を
勘案した経営者の最善の判断に基づいております。しかし、その性質上、将来において、これらの見積りおよび
仮定とは異なる結果となる可能性があります。
見積りおよびその基礎となる仮定は経営者により継続して見直されております。これらの見積りおよび仮定の

見直しによる影響は、その見積りおよび仮定を見直した期間およびそれ以降の期間において認識しております。
会計方針を適用する過程で行われた判断および見積り、ならびに会計上の見積りおよび仮定のうち、計算書類

に報告された金額に重大な影響を及ぼすものに関する情報は次のとおりであります。

１．繰延税金資産の回収可能性
(1) 当事業年度の計算書類に計上した額

繰延税金資産 65,195百万円
(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報

当社は、資産および負債の会計上の帳簿価額と税務上の金額との間に生じる一時差異に係る税効果
については、繰延税金資産を回収できる課税所得が生じると見込まれる範囲において、当該一時差異
に適用される法定実効税率を使用して繰延税金資産を計上しております。当社は、事業計画等に基づ
いて将来獲得しうる課税所得の時期およびその金額を合理的に見積り、課税所得が生じる可能性を判
断しています。

２．確定給付債務の測定
(1) 当事業年度の計算書類に計上した額

前払年金費用 13,086百万円
退職給付引当金 2,831百万円

(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
確定給付債務の現在価値および関連する勤務費用等は、数理計算上の仮定に基づいて算定しており

ます。数理計算上の仮定には、割引率や利息の純額等の変数についての見積りおよび判断が求められ
ます。当社は、これらの変数を含む数理計算上の仮定の適切性について、外部の年金数理人からの助
言を得ながら、経営者の最善の見積りと判断により決定しておりますが、将来の不確実な経済条件の
変動により、当社の将来の業績に影響を及ぼす可能性があります。

3．関係会社株式の評価
(1) 当事業年度の計算書類に計上した額

関係会社株式 397,700百万円
上記のうち、子会社であるデサイフェラ社の株式 383,807百万円
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(2) 識別した項目に係る重要な会計上の見積りの内容に関する情報
関係会社株式は市場価格のない株式であり、当該株式が超過収益力等を含んだ価額で取得している

場合には、超過収益力等を反映した実質価額が著しく低下したときに、評価損を認識しております。
関係会社株式のうち、デサイフェラ社株式は超過収益力等を反映した価額で取得しております。そ

のため、デサイフェラ社株式の実質価額は、同社の事業計画を基礎として算出された事業価値に基づ
き算定しております。
デサイフェラ社の無形資産およびのれんに減損が生じた場合には、超過収益力等を反映した実質価

額の算定に影響を及ぼし、当社の将来の業績に影響を及ぼす可能性があります。
なお、無形資産およびのれんについては、連結注記表「会計上の見積りに関する注記 １．無形資産

およびのれんの減損」に記載しております。

（貸借対照表に関する注記）
１．担保に供している資産 その他（流動資産） 8,500百万円

主に関税法・消費税法に基づき輸入取引に伴う関税・消費税の納期限延長制度を利用する際の担保として供
託しております。

２．有形固定資産の減価償却累計額 92,967百万円

３．関係会社に対する金銭債権または金銭債務（区分表示したものを除く）
短期金銭債権 11,564百万円
長期金銭債権 10百万円
短期金銭債務 5,020百万円
長期金銭債務 20百万円

４．保証債務等
会社 内容 金額

オノ・ファーマ・ユーエスエー インク 家賃支払等に対する保証 1,523 百万円

（損益計算書に関する注記）
関係会社との取引高

営業取引による取引高
売上高 8,027百万円
仕入高 1,171百万円
その他の営業取引高 11,158百万円

営業取引以外の取引による取引高
受取利息 181百万円
不動産等に係る収入 89百万円
その他の営業取引以外の取引高 340百万円
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（株主資本等変動計算書に関する注記）
自己株式の種類および総数に関する事項

株式の種類 当事業年度期首
（株）

増加
（株）

減少
（株）

当事業年度末
（株）

普通株式 28,919,831 8,398,958 8,533,300 28,785,489

（注）１．普通株式の自己株式数の増加は、単元未満株式の買取りによる増加658株および株式付与ESOP信
託の取得による増加8,398,300株によるものであります。

２．普通株式の自己株式数の減少は、譲渡制限付株式報酬としての自己株式の処分135,000株および株
式付与ESOP信託への自己株式の処分8,398,300株によるものであります。

３．当事業年度末日の普通株式の自己株式数には、株式付与ESOP信託が保有する株式数8,398,300株
が含まれております。

（税効果会計に関する注記）
１．繰延税金資産および繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産
前払試験研究費 68,643百万円
賞与引当金 1,840百万円
未払事業税 1,528百万円
販売促進引当金 408百万円
未払金 3,198百万円
投資有価証券評価損 1,688百万円
退職給付引当金 2,932百万円
償却資産等償却費 4,246百万円
貸倒引当金 1,355百万円
その他 5,619百万円
繰延税金資産小計 91,457百万円
評価性引当額 △3,722百万円
繰延税金資産合計 87,735百万円

繰延税金負債
その他有価証券評価差額金 △18,156百万円
固定資産圧縮積立金 △59百万円
前払年金費用 △4,122百万円
その他 △202百万円
繰延税金負債合計 △22,540百万円
繰延税金資産の純額 65,195百万円
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２．法人税および地方法人税の会計処理またはこれらに関する税効果会計の会計処理
当社は、グループ通算制度を適用しております。また、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及

び開示に関する取扱い」（実務対応報告第42号 2021年8月12日）に従って、法人税および地方法人税の
会計処理またはこれらに関する税効果会計の会計処理ならびに開示を行っております。

（１株当たり情報に関する注記）
・１株当たり純資産額 1,797円89銭
・１株当たり当期純利益 169円72銭

（注）１株当たり純資産額および１株当たり当期純利益の算定において、株式付与ESOP信託が保有する当社株
式を自己株式として処理していることから、当該株式数を期末発行済株式数および期中平均株式数から控
除しております。

（収益認識に関する注記）
収益を理解するための基礎となる情報は、連結注記表に同一の内容を記載しているため、記載を省略しており

ます。

（重要な後発事象に関する注記）
該当事項はありません。

（その他の注記）
1．退職給付制度改定の影響

当社は、2025年10月１日に確定給付企業年金制度の一部について、確定拠出年金制度に移行しました。
この移行に伴う会計処理については、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」(企業会計基準適用指針
第１号 2016年12月16日)および「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」(実務対
応報告第２号 2007年２月７日)を適用し、確定拠出年金制度への移行部分について一部終了の会計処理を
行っております。
これに伴い、当事業年度において退職給付制度改定益1,920百万円を特別利益に計上しております。

2．個別注記表は、百万円未満を四捨五入して表示しております。
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